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　メインテーマ「多様化する社会と子供の

成長～これからの学校医の役割」と題し

て、令和１年１１月２３日（土・祝）主催：日

本医師会、担当：埼玉県医師会、大宮ソニッ

クシティ・パレスホテル大宮（さいたま市）

において開催された第５０回全国学校保健・

学校医大会に出席したので報告する。

　午前１０時より第４分科会耳鼻咽喉科に

参加した。発表は８演題あり、以下報告す

る。

　４－１：東京都の就学時健康診断の現状

について：東京都医師会・東京都耳鼻咽喉

科医会　大島　清史先生の発表

　平成３０年３月に文部科学省が「就学時の

健康診断マニュアル」を改定したことを受

け、東京都の現状を実態調査したアンケー

トをまとめた。東京都耳鼻咽喉科医会学校

保健委員２３名へのアンケート集計による

と、耳鼻咽喉科就学時検診未実施は１市の

みであった。マニュアルの改正を知ってい

たのは５０％、中等度難聴児発達支援事業

を知っていたのは５９％であった。マニュ

アルが十分活用されていない現状に問題が

あるという報告であった。就学時検診に耳

鼻咽喉科医が参画していない名古屋市は問
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題であると思った。

　４－２：札幌市小中学校の耳鼻咽喉科学

校健診結果の検討－最近１０年間の集計か

ら－：北海道医師会・札幌医師会・高木医

院耳鼻咽喉科　高木　摂夫先生の発表　

　小学１年生男児で有所見者の割合が高

かった。全国調査の結果との比較では、耳

垢栓塞、アレルギー性鼻炎がやや少なく、

小学１年生の滲出性中耳炎、副鼻腔炎が多

い傾向にあった。小学１年生から小学４年

生への推移でみると、どの年代においても

耳垢栓塞、滲出性中耳炎、副鼻腔炎の減少

が確認された。

　４－３：大阪市における耳鼻咽喉科学校

保健による現状～大阪市公立小中学校養護

教諭へのアンケート～：大阪府医師会・日

耳鼻大阪府地方部会学校保健委員長　森脇

計博先生の発表

　耳鼻咽喉科学校保健活動は、定期健診が

中心でその他の活動はあまりなされていな

い。養護教諭は、可能であれば定期健診以

外の耳鼻咽喉科学校保健活動をもう少し充

実させてほしいと思っている。

　４－４：静岡県内小中学校における耳鼻

咽喉科学校医の100％を目指して

　静岡県医師会・日耳鼻静岡県地方部会学

校保健委員会、小笠医師会学校保健部会　

足立　昌彦先生の発表

　平成２７年にアンケート調査で現状を把

握し、郡市医師会に個別に働きかけを行っ

た。学校医配置には、所轄の医師会に承諾

を求め、その次に郡市教育委員会に話を進

めていった。その結果、４年間で５市２町

の小学校５０校、中学校２１校において新た

に耳鼻咽喉科学校医配置がなされた。静

岡県の小学校における配置率は９７％にな

り、中学校は９６％になった。

　名古屋市には正式な小学校耳鼻咽喉科学

校医は配置されていません。

　４－５：耳鼻咽喉科学校医の健康教育へ

の取り組み：埼玉県医師会・耳鼻咽喉科市

川医院　武石　容子先生の発表

　耳鼻咽喉科学校医の健康教育の形式につ

いて報告した。この形式には、講和、授業、

グループディスカッションがあった。耳鼻

咽喉科では、ヘッドホンの装用、耳垢除去、

鼻のかみ方といった生活習慣から疾病を発

症することも多いため、健康教育の実効性

は高いものと推察された。

　４－６：特別支援学校における摂食嚥下

障害児への対応：徳島県医師会・せきね耳

鼻咽喉科医院　島田　亜紀先生の発表

　特別支援学校では、介助にあたる教員の

摂食嚥下障害に対する医学的知識が限られ

ていること、検査が実施されていないこ

と、食形態の決定変更が保護者の希望に

よってなされていること、客観的データを

とるための頸部聴診法、パルスオキシメー

ターの導入はなされていないことがわかっ

た。これらの問題に対し、島田先生らが進
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言助言指導をおこなっているが、耳鼻咽喉

科医の積極的関与と言語聴覚士とともに参

画すると適切な対応が図れると考えた。

　４－７：当院での言語訓練の現状につい

て：岩手県医師会・みずかわ耳鼻咽喉科医

院　水川　知子先生の発表

　２０１８年より岩手県では年２回難聴児支

援研修会が開催され、難聴児にかかわる保

育士、幼稚園・小学校・支援学校教諭、行

政の担当者、保健婦、医療関係者が実際に

会って話し合いができるようになった。み

ずかわ耳鼻咽喉科医院では、保育士、担当

教諭の見学を受け入れている。地域の中で

言語訓練をおこなう場として、関係をゆっ

くり築いていくことが目標である。

　４－８：神奈川県における軽度・中等度

難聴児童補聴器購入事業の開始後の状況に

ついて：神奈川県医師会・小田原市立病院

耳鼻咽喉科　寺﨑　雅子先生の発表

　軽度・中等度難聴児の早期発見は難し

く、３歳児健診や学校健診で難聴を指摘さ

れるものが減っていない。小児科からの

紹介症例は重複障害児が多く、診断されて

いても受診が遅れることがある。保護者に

補聴器の必要性についての指導が必要であ

る。１８歳以降も自立支援に基づくような

対応が必要と思われた。

以上

　昼食後、１３時より全体会がソニックシ

ティ２階ホールで開催され、開会式、表彰

式が執り行われた。１４時より基調講演、

シンポジウムが開催された。

基調講演：日本医師会学校保健委員会

　　　　　　　　　委員長　藤本　保先生

シンポジウム：

「小児在宅ケアの未来に向けて」：

　　日本医師会常任理事　松本　吉郎先生

「過小評価されている小児の頭痛」：

　埼玉県医師会常任理事　丸木　雄一先生

「子どもの運動器症候群（ロコモ）と運動器

検診の重要性：埼玉県医師会学校医

　　　　　　　常任理事　柴田　輝明先生

「発達障害の理解と対応」：国立成育医療

　　　研究センター理事　平岩　幹男先生

　１５時３０分より特別公演が開催された。

　「渋沢栄一を育てた環境と時代～栄一が

携わった社会福祉事業と人づくり～：

　　竜門社深谷支部　幹事　鹿島　高光氏

　１６時３０分　閉会

　１７時より懇親会がおこなわれた。

　アトラクションとして、川口キッズチア

ダンスチームがステージ出演した。


